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1 1.( 現 金) (資 本 金)
10，000 00
2 諸 口 (現 金) 1，130 00
2.( 什 器) 800. － 00
6.( 商 品) 200. －
9.( 營 業 費) 130. －
昭和 9 年 7 月 1 日
7 月 31 日
1 (現 金) (資本金 ) 1 (現 金)
現金を元入れ開業す 10，000 00 (資本金 )
¥ 10，000 －
2 (什 器) (現 金) 2 (什 器)
営業用什器購入 800 00 (現 金)
¥ 800 －























7 月 1 日 1
傳票番號 1 (現 金) 10，000 00
(資本金) 10，000 00
7 月 31 日 2
傳票番號 2 (什 器) 800 00

























































































































































































































現 金 収 支 日 計 表
年 月 日
收 入 支 出 備考















何月分 現 金 收 支 集 計 表 （ 収 入 ）


























Dr 当 店 Cr











































































































































REPORT OF JAPAN TAXATION BY THE SHOUP MISSION［1979］『シャウプ使節団
日本税制報告書（復刻版）』日本税理士連合会出版局発行。
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